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 《週報》
 　第  5 巻第  49 号

   定点把握の対象となる5類感染症の発生状況は、先週（11月28日～12月4日）の報告数より
やや少なくなっています。今週、増加を示した疾患はインフルエンザ、RSウイルス感染症、A群
溶レン菌咽頭炎等で、減少した疾患は感染性胃腸炎、手足口病、流行性耳下腺炎（おたふくか
ぜ）等です（詳細については、疾病別定点当たり患者数のグラフ参照）。
　また、感染性胃腸炎については第42週（10/17～10/23）以降連続して増加し、今週は8週ぶ
りに減少していますが、12月8日に長浜保健所管内でノロウイルスによる感染性胃腸炎の集団
発生がありましたので今後も引き続き感染予防についての注意が必要です。
　 今週は全数報告感染症の届出はありませんでした。

☆上位5疾患の保健所管内別発生状況（定点把握対象5類感染症、第49週、定点当たり患者数）

☆定点把握の対象となる5類感染症の疾患別発生状況（前週との比較、定点当たり患者数）
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　　全国集計などの詳細な集計結果は、国立感染症研究所感染症情報センターのホームページ
（ｈｔｔｐ：//idsc.nih.go.jp/index-j.html)において公表されています。

　　今週の感染症動向

☆インフルエンザに対する一般的な注意

◆感染性胃腸炎の発生は、8週ぶりにやや減少
◆インフルエンザの発生はやや増加
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   滋賀県感染症発生動向調査におけるインフルエンザの定点当たり患者数は第46週（11/14～11/20）以
降徐々に増加し、今週の定点当たり患者数は0.65となっています。例年、冬季に増加していますので今後
の発生動向に注意するとともに感染予防についての心がけが必要です。
　 また、全国においても増加傾向を示しており定点当たり患者数は0.91となっています。過去5年間の同時
期と比較するとかなり多い状態が続いています。都道府県別の定点当たり患者数は、山梨県5.73、岡山県
4.56、山形県4.44、岩手県3.59、群馬県2.58、熊本県2.58の順に多くなっています。

　 インフルエンザに対する一般的な注意としては、
　　　　　　　1.外出時にはマスクを使用する。                　2.帰宅時には手洗いとうがいを心がける。
　　　　　　　3.睡眠を十分にとり、栄養に気を配る。　 　　　 4.室内を適度な湿度に保つ。
　　　　　　　5.人混みに出かけることをなるべく避ける。
　　　　　　　6.早めに医療機関を受診する（受診する際には、マスクを着用する）。
    ことが大事です。

   県全体における上位疾患の
発生状況についてはグラフに示
すとおりで、①感染性胃腸炎、
②水痘、③A群溶血性レンサ球
菌咽頭炎、④インフルエンザ、
⑤突発性発しんの順に多く発生
しています。
　 インフルエンザは大津および
今津で、水痘は水口および彦根
でやや多くなっています。

http://idsc.nih.go.jp/idwr/pdf-j.html


１）全数報告の感染症（１類～５類）　　

　　　    　累積報告数
  感 染 症 類 型  疾　　　　患　　　　名 　滋  賀 　  全  国

     (49週)      ( 49週)   滋  賀   全  国（＊１）

 １ 類 感 染 症          報告なし 0
 細菌性赤痢 0
 腸チフス 0

 ３ 類 感 染 症  腸管出血性大腸菌感染症 0
 E型肝炎 0
 A型肝炎 0
 オウム病 0
 デング熱 0
 マラリア 0
 レジオネラ症 0
 アメーバ赤痢 0
 ウイルス性肝炎 0
 クロイツフェルト・ヤコブ病 0
 劇症型溶血性レンサ球菌感染症 0
 後天性免疫不全症候群 0
 ジアルジア症 0
 梅毒 0
 破傷風 0
 バンコマイシン耐性腸球菌感染症 0
 急性脳炎 0

   ＊1：平成16年報告数の全国報告数は、滋賀県で報告された疾患を対象としています。
   ＊2：検疫法第26条の3に基づく検疫所長から滋賀県知事への通知分3件を含みます。
   ＊3：平成17年第47週現在の報告数です（iDWR掲載の報告数を参考にしています）。

２）定点把握の対象となる５類感染症

(1)疾病別・週別発生状況（第44～49週、10/31～12/11）

　　　定点当たり患者数 （↑前週より増加　　　→前週と同じ　　　↓前週より減少）
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　感染症発生動向調査事業に係る報告のために、滋賀県が指定した「指定届出機関」を定点医療機関（定点）といい、その定点から
報告される感染症です。また、定点当たり患者数とは、一週間を単位として一カ所の定点から何人の患者が報告されているかを示し
たものです（患者報告数／定点医療機関数）。
   例えば、一つの疾患（インフルエンザ等）について、一週間に53カ所の定点から総数53人の報告があれば、定点当たり患者数は
1.00となります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊疾患により定点数は異なります。

　 滋賀県内の医療機関において、医師が感染症法で定められている一～四類および五類感染症に該当する患者を診断したとき
医師は保健所に届出ることになっています。このことを全数報告といいます。届出により、滋賀県内で発生している感染症法で定
められた一～四類および五類感染症を把握することができます。

全国における全数報告感染症の発生状況－iDWR2005年第47週、11/21～11/27より－

1類感染症：報告なし 4類感染症：E型肝炎   1例 5類感染症：急性脳炎   2例
2類感染症：細菌性赤痢  11例   A型肝炎   1例   ウイルス性肝炎（B型）   2例

  腸チフス    2例 　レプトスピラ症   1例   後天性免疫不全症候群　   8例
3類感染症：腸管出血性　 　ライム病   1例 　バンコマイシン耐性

　  大腸菌感染症  30例 　レジオネラ症   5例 　　　　　　　腸球菌感染症   2例
4類感染症：つつが虫病  22例 5類感染症：アメーバ赤痢　   4例 　クロイツフェルト・ヤコブ病   2例

　デング熱    1例 　ジアルジア症   1例   クリプトスポリジウム症   1例
　オウム病    1例 　梅毒   7例



(2)疾病別・保健所管内別発生状況（第49週、12/5～12/11）

　　　　　　定点当たり患者数(県・保健所管内別）
  県  大津  草津  水口 八日市  彦根  長浜  今津
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RSウイルス感染症
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伝染性紅斑（リンゴ病）
突発性発しん
百日咳
風しん（三日はしか）
ヘルパンギーナ
麻しん（成人麻しんを除く）
流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）
急性出血性結膜炎
流行性角結膜炎
細菌性髄膜炎
無菌性髄膜炎
マイコプラズマ肺炎
クラミジア肺炎（オウム病を除く）
成人麻しん
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　 　疾患別発生状況
　　  　　（県全体）

今週の発生状況：
　　   保健所管内別の定点当たり患者数は上記のグラフのとおりです。インフルエンザの報告が増え
　　　つつあり大津からの報告が多くなっています。RSウイルス感染症は今津からの報告が多くなって
　　　おり、A群溶レン菌咽頭炎は4週連続して増加傾向を示し、特に今週は彦根で急増しています。
　　　　また、上記のグラフには示されていませんが、咽頭結膜熱は今津から報告されています。

疾患別・保健所管内別発生状況（定点当たり患者数）

定点当たり患者数（人）
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　RSウイルス感染症は、ＲＳウイルス（respiratory syncytial virus）により起こる急性呼吸器感染症であり、
乳幼児期の発症が多く、細気管支炎、肺炎などの下気道疾患を起こします。罹患年齢は、生後1年以内に
50～70%の新生児が罹患し、3歳までにほとんどの小児が罹患し抗体を持っています。また、年長児や成人
においても再感染はしますが重症となることは少ないです。しかし、高齢者においては重症の下気道疾患
を起こすこともあり、特に、長期療養施設内での集団発生が問題となることもあります。

　・感染様式：ヒト－ヒト感染　　　　　　　　　　　　　　　　   ・予   防：抗RSV単クローン抗体の投与
　　　　　　　　（接触あるいは飛沫感染）　　　　　 　　　　　               （流行開始前から流行期の間）
　・潜伏期　 ：3～5日                          　　　　　　　　 　  ・合併症：1歳以下では中耳炎を起こしやすい。
　・臨床症状：発熱、鼻汁、咳、呼気性喘鳴　　　　　　　 　・予   後：RSV細気管支炎に罹患後、長期間、肺
　　　　　　　　 陥没呼吸などの呼吸困難　　 　　　　　　　　　　　　　  機能の異常を起こすことがある。
　　　　　　　　 無呼吸（新生児）                                                 また、喘鳴を繰り返すこともある。
　・治　　療　：対症療法（輸液、去痰、酵素投与など）

☆感染症のミニ知識　　～RSウイルス感染症～



 疾病別定点当たり患者数（平成１７年第１週～第４９週、H17.1.3～H17.12.11）

　　H16 　　滋賀
　　全国

　　H17 　　滋賀
　　全国
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